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その人の〈声〉に耳を澄ます
オーラル・データの豊かさとそのアーカイヴ化をめぐる議論のために
Listening to the Voices: An Argument for Compiling on Archive from Rich Oral Data
河路由佳 K AWA J I  Yu k a
（東京外国語大学）　　　　　   　  
1. はじめに
　〈残された声〉がもたらす豊穣、というテーマのもとにお話できることを嬉しく思います。聴
き取り調査を初めて10年余り、オーラル・データの豊かさの恩恵をたっぷり受けている私です
が、その「豊かさ」についてお話し、議論を交わす機会は、今日が初めてです。
　まず、自己紹介をかねて、今まで私の行なってきた聞き取り調査について、簡単にご紹介しま
す。
　私の専門は日本語教育で、歴史的研究を行っています。特に関心をもって取り組んでいるのが、
1930年代から1945年までの時期についてです。
　文献資料だけではわからないことが多いので、まずは、事実関係を明らかにするため、また、
当時の教師や学習者がどのような思いでとりくみ何を感じていたのか、などについて当時の関係
者に聴き取り調査を行ってきました。
　主な聴き取り調査とその対象については、ハンドアウトに挙げたとおりです
1
。
2. 聴き取り調査を行なうことで得られた「記録の隙間を埋める」以外の成果
　今日はオーラル・データの豊かさについてお話しようというわけですが、まずは、これらの
聴き取り調査における研究上の豊かさについてお話しましょう。いずれの場合も、まずは文献
による調査、検討をした上で、「記録の隙間を埋める」ために聴き取り調査を行うのですが、当
時の事情をうかがうと、同時代のさまざまな事柄との関係が語られるわけです。ハンドアウト
の（1）に挙げた（外務省文化事業部関係の日本語教育に関する）調査の中では、当時の国語学、
国語運動、国語教育、また「国際文化事業」に関する政策研究に視野を広げる結果となりました
2
。（2）に挙げた中国人留学生に関する調査では、東京高等農林学校の関係者に話をうかがう中
で、中国人留学生教育と、拓殖事業に積極的に関わっていった当時の農業教育、また日本の対支
文化事業としての中国における農業研究との有機的関わりのダイナミズムに触れることとなりま
した。日本の農業史がご専門の野本京子先生のお力も借りて、1冊の本
3
にまとめることができ
ましたが、これは調査前には予想できなかった成果だったといえます。（3）の台湾での聴き取り
調査では、日本時代の公学校の台湾人教師が、戦後の台湾における教育を如何に担っていったか
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について、当初思い至らなかった事実を知ることになり、戦後の問題に関心を広げることができ
ました
4
。
3. 他者の行なった調査で得られたオーラル・データを利用するということ
　オーラル・データは、このように研究に豊かさをもたらしてくれるものですが、調査には、し
かるべき時間と手間と費用がかかります。他の方のなさった調査で得られたオーラル・データが
利用できるのはありがたいことです。ハンドアウトの3－1に私が研究の過程で参照した文献か
ら、聴き取り資料を含むものをいくつか挙げてみました
5
。
　それぞれの著者が、自ら聴き取り調査を行っています。特に最初の『南方特別留学生が見た戦
時下の日本人』は、9人の元日本留学生からの文字化されたオーラル・データの資料集です。聞
き手である編者、倉沢愛子氏はインドネシアの研究者ですが、語られたまま発表してくださった
おかげで、留学生教育や日本語教育に関する情報も得ることができました。インタビューは、日
本語とインドネシア語で行なわれたようですが、テキストの日本語からもとの語り口を想像する
ことは難しく、実際の音声を聞いてみたいという思いに駆られた、ということも、今日の議論に
関わる体験としてお話しておきたいと思います。
　市川健二郎氏と、レイノルズ氏の論文は、いずれも、この時期の日本とタイの関係を扱ったも
のですが、この時期に日本留学をした同じ人物の談話の一部が、使われています。
　話し手は、この時期のタイ人留学生の中でも1942年５月にワンワイ・ワラワン殿下の長男と
同時に来日した、その学友のプラサートさんです。この二人は、「大東亜共栄圏建設のための友
邦」から来た未来の指導者という意味で特別な注目を浴びていました
6
。
　市川健二郎氏のものは、プラサート氏が1983年11月に東京で開かれた会議
7
のために来日し
た折に行なわれたインタビューですが、プラサート氏は日本へのなつかしさを好意的に語るこ
とに終始したようです
8
。それに対し、Reynolds（1991）氏が1988年2月17日に行なったインタ
ビューでは、「当時のタイ人留学生は（日本の友人達や女性に大変好意を抱いたが）、日本の政策
に賛意を持つ学生はほとんどいなかった。」と証言しています
9
。
　こうした内容については、日本タイ関係に関して第三者的立場にあるReynolds氏の方が、聞
き出しやすかったものと思われます。しかし、市川氏に語った日本へのなつかしさも、また、プ
ラサート氏の本心には違いなく、それは、市川氏にこそ語れたことでしょう。
　他者による聴き取り資料を使ってゆくときには、聞き手についての情報や聞き手と話し手の関
係性への考察も必要であることをも、この例は教えてくれます。
　さて、今日のテーマであるオーラル・データのアーカイヴ化をめぐる議論のために、ここで、
文字化された（オーラル・データの）テキストと、（音声としての）オーラル・データの違いに
ついて整理しておきたいと思います。
　文字化されたテキストの場合、「調査者の責任において編集されている」ことが指摘できます。
これは、一般の文献と同様に、他者による利用に供され、その利用目的に制限はありません。利
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用についての責任は利用者側にあると言えるでしょう。
　それでは、もとのオーラル・データから文字化されたテキストを作成する過程で、省かれる情
報にはどんなものがあるでしょうか。
　目的から外れると判断された「雑談」、使われた言語（どの言語によって語られたか）、話の語
られた順序、聞き手とのことばのやりとり、感情の起伏、選ばれたことば（単語、語法、文体な
ど）、間、声の調子、発音や発声に関わる情報……。こうして省かれた情報については、利用者
は触れることはできないのが普通です。オーラル・データが公開され、誰もが使えるようになる
としたら、それは、これらの情報が、他者に開かれることを意味するでしょう。
4.「残された声」のもたらす豊穣―オーラル・データのテクスチュア
4.1　タイ・バンコクにおけるサワンさんへの聴き取り調査
　文字化されたテキストから省かれるもろもろを、テキストに対してテクスチュアと呼んでみ
ます。次に、そのテクスチュアの豊穣を、具体例をあげてお話したいと思います。例としてご紹
介するのは、今年（2004年）の3月と9月に行なったタイ・バンコクにおける元日本留学生、サワ
ン・チャレンポンさんへの聞き取り調査です。ハンドアウトにサワンさんの略歴と調査の概要を
書きましたのでごらんください
10
。
　私がサワンさんの名前に最初に注目したのは、1942年10月発行の「日本タイ協会会報第30
号」の誌上でした。この号に、21歳のサワン青年の作文が掲載されています
11
。向学心に燃えた
青年のエネルギーを自由な日本語で伝えるものでした。文末に編集部の注があり「本稿の筆者サ
ワン・チャレンポン君は、（中略）本邦に留学してからまだ満一年余にしかならないが、日本語の
知識は相当進んでいる。本稿は筆者の文章に殆ど手を加へないで掲載した。」と書かれているの
にも注目しました。調べてみると、この青年は、非漢字文化圏からきた留学生のために新しく開
発されたばかりの教科書で勉強し、その上達ぶりが著しかったため表彰されていることがわかり
ました。非漢字文化圏からの学生に1年間で日本語予備教育を、という目標を現実にしてみせた
記念すべき人物だったようです。
　サワンさんは、希望通り1943年4月に函館高等水産学校に進学し、好成績をもって規定の年
限で卒業を果たしました。卒業は1945年の9月。翌1946年1月に船でタイへ帰国しています。
初志を貫いて、タイ国の水産業の振興に尽力されました。後にタイ国水産局長となり、タイ国の
二大学から名誉博士号、日本政府からも勲二等瑞宝章を受けられました。今は、定年退職をされ、
バンコク郊外でご家族と穏やかな生活を送っていらっしゃいます。
　そのサワンさんへの聴き取り調査の実現までには、いくつもの偶然が重なっていますが、これ
はテーマから外れますから、省略します。
　サワンさんは、当時の日本語教師からのはがきや写真、学校からもらった賞状など貴重な資料
もお持ちで、記憶はきわめて鮮明で、当時の資料の欠落部分を埋めてくれました。
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4.2　オーラル・データの整理
　さて、聴き取り調査に際して私は、基本的にカセットテープに録音させてもらいます。録音を
拒否された場合をのぞいて、録音しながらメモをとり、あとで、録音を再生しながら、お話の内
容を整理して原稿を作ります。それを、お話してくださったご本人に見ていただいて、公開を前
提に、訂正、補足説明あるいは、削除など手を入れていただき、最終的な原稿を作成し、注釈を
つけてテキストを作ります。これを論文などに使ってきました。資料そのものは発表できない場
合も多いですが、その場合もこうした資料の存在を明記し、問い合わせなどあったら、公開でき
る準備をしておきます。
　これは、いわゆる、「過去の復元」、歴史の「空隙を埋める」ためのテキストということになり
ますね。
4.3　オーラル・データを聞きなおす作業で得られるもの
　しかし、聴き取り調査を行い、それをまとめてゆく過程の「豊かさ」は、テキストから省かれ
るテクスチュアの部分に多く湛えられています。そのスリリングな体験を、ハンドアウトに並べ
た項目順に、サワンさんの例からご紹介しましょう。
4.3.1　聞き手と話し手の相互作用が聞き手に及ぼす変化（に対する認識）
　サワンさんご本人も忘れていた昔の記録や資料を掘り出して、あれこれ知りたがる私を、サワ
ンさんは、不思議に思われたようです。
　調査のためお宅を訪問したとき、大変なごちそうと、持ちきれないほどのお土産を用意して迎
えてくださったのですが、そこにはサワンさんの驚くべき解釈があったのです。
　「あなたは良枝さんの生まれ代わりだ」というのです。日本留学当時、たまたま東京に遊びに
きた島根県の日本人女性と知り合って、文通をしていたという、その人が良枝さんです。帰国し
てからも気になって、「60枚ぐらい」はがきを出したのに、返事がこなかった。やっと返事がき
たのは、妹さんからで「姉は死にました」というものだったというのです。
　その人が亡くなってから生まれた私が、当時のサワンさんについてあれこれ調べて会いにきた
のは、生まれ変わりに違いない、と、サワンさんは大真面目です。正直にお話しますと、その話
をきいたとき、私はいささか当惑しました。
　しかし、不思議なことですが、日本に帰って机に向い、テープ起こしをしながら整理している
中で、このくだりに再び出会ったとき、愉快な気持がこみあげてきました。
　思えば、サワンさんとの最初の出会いは、机に山積みの資料のひとつだった「日本タイ協会会
報」でした。わたしは机に向って、資料を見下ろしながら、当時の日本や教育現場を想像し、そ
の想像の舞台の上に、登場人物を並べていました。21歳のサワン青年はその登場人物の1人だっ
たわけです。
　それが、どうでしょうか。縁あって、バンコクのご自宅にうかがい、82歳になられたサワン
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さんその人と対面して、同じ場面を共有し、同じものをいただいたかと思うと、いつのまにか、
サワンさんの人生の物語の最後の方に、私は小さな登場人物として語られているではありませ
んか。あたかも、ミヒャエル・エンデの『果てしない物語（Never Ending Story）』の主人公の少年が、
読んでいた物語の本の中に入り込み、本の中の登場人物になってしまったかのようで、この本の
読後感に似た爽快な気分になってきました。
　タイの人々は、「生まれ変わり」というものを信じる傾向があると言われます。そうした文化
的背景も関係しているのかもしれません。さらに言えば、サワンさんが語った人生の歩みは、サ
ワンさん自身の力ではどうにもしがたい時代の波や運命に翻弄されたという印象のものでした。
その中で、サワンさんは思い込みとも思われるような信心を心の支えにしてきたようです。こん
な中にも、この方の人生が透けてみえるのだろうと思います。
4.3.2　語られた不思議な話に関する考察
　サワンさんが、好んで話す不思議な物語に、西郷隆盛像に関するものがあります。
　日本にいる間、上野の西郷隆盛像をおじいさんと思って頼りにした、というのです。
　何か困難があるたびに西郷隆盛像に、「おじいさん、助けてください」と援助を求め、そのた
びに、この「おじいさん」は苦境を救ってくれたというのです。そのうちのひとつは次のような
ものです。
　函館高等水産学校の入学試験が行なわれる1週間ほど前、サワンさんは西郷隆盛像の前に行っ
て「おじいさん、もうすぐ入学試験です、応援してください」とお願いした。すると、おじい
さん―西郷隆盛像ですね―が「戦い抜く力」と言った。「『戦い抜く力』という本を読みなさ
い」と。それで、サワンさんはすぐに本屋に行って探したところその本があったので、買って読
んだ。入学試験の初日は、数学、化学、作文で、いよいよ作文の時間、先生が入ってきて、課題
作文の題を書いたのを見ると「戦い抜く力」で、サワンさんはびっくりした、というのです。こ
の試験は日本人学生と一緒だったというのですが、与えられた3時間のところ1番早く30分で書
き終えて「先生、書けました。」。先生はびっくりして、他の先生を手招きし、先生方が集まって
サワンさんの作文をのぞきこんで「完璧ですよ」と感心し、帰ってよいと許可を出されたという
のです。「普通は考えられないことでしょう？」とサワンさんは言うのです。それが本当に起きた、
と。それも1回や2回ではなかったと。話が長くなるので、今日はこれだけにしますけれども。
　サワンさんはこの話を好んでいろいろなところで話しているようです。実際、サワンさんが生
き生きとこれを語る口調は、滅法おもしろいのです。
　こんな話は、歴史的資料としてまとめるときには、まっさきに省かれるべきでしょうね。しか
し、二度、三度とテープを聴いて、このくだりに出会いなおすと、当時のサワン青年の心細さを
支えた何かが、ここに語られているような気もしてきます。
　当時の新聞や雑誌で日本とタイとの関係が強調されるとき、「両国民は同人種の兄弟である」
といった言い方がされることが珍しくありませんでした。これは、欧米の植民地化をおそれてい
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るタイの人々に、同じアジア人だ、という連帯感を持たせるための語りであったようです。サワ
ン青年が、日本にやってきて西郷隆盛像を「おじいさん」と慕ったことの背景には、このような
事情もあったのではないかと思います。
4.3.3　反射的に引き出されるもの、繰り返し語られるものへの考察
　それから、暗誦している言葉、歌などが随所に表れたのは印象的でした。「軍人勅諭5か条」
12
は、
函館高等水産学校のときに、暗誦させられたのだそうです。「ひとぉつ、軍人は忠節を尽くすを
本分とすべーし」とサワンさんがこれを唱えるとき、勇ましい調子をつけるのは、当時の口調そ
のままなのでしょう。歌もよく出てきます。最も印象的だったのは、4歳のお孫さんがふとやっ
てきたときのことです。それは可愛らしい女の子で、サワンさんはその子を抱き寄せて、ふいに
文部省唱歌「春が来た」を歌い始めました。この歌は、サワンさんが学んだ国際学友会編（1941）
『日本語教科書　巻一』に載っている歌です。日本語を学び始めて日の浅いときに習ったに違い
ありません。
　その部分、実際の音声を聴いていただきましょう。（テープを再生する）
サワン： （お孫さんが来た）これは孫、かわいい。四つ。わしはね、初めて日本語習った
ときね、先生がね、（ゆっくり丁寧に歌う）「はーるがきた、はーるがきた、どー
こーにきたー、やーまにきーた、さーとにきーた、のーにーもーきたー」まだ、
覚えてますよ。「はーながさーくー　はーながーさーくー　どーこ　にーさくー、
やーまにさーくー、さーとにさーくーのーにーも、さくー」
河　路：それ、日本語のテキストに出てましたね。ことばがわかりやすいですからね。
サワン： そうでしょう。漢字も少ない。ね。ほしたら、やっぱり、ことばもやさしいか
ら、やっぱり、よく覚えてますよ、だから、教えてね。もう少し（この子が）大
きくなったらね、やっぱりこの、子どもの歌をね、教え込んで、それから、学校
へ行ったら、はい、孫だってね、ちょうどそのまあ、日タイの、まあ小学校の交
換ありますよ。
　テープを聴きなおして、この個所に及ぶと、何か涙ぐましい気持におそわれます。サワンさん
の心の最も優しく柔らかい部分に、この歌が刻まれていることがわかるからです。
4.3.4　喜怒哀楽の機微に関する考察
　語られる中の喜怒哀楽の表現からも、多くを感じさせられます。
　サワンさんは、最も悲痛な体験と思われる個所で、「ハハハ」と笑うくせがありました。函館
で冬、軍事教練をしたときのこと、寒くて空腹でつらかったこと、それを「ハハ、あれはおもし
ろかった」という。逆に、サワンさんが急に涙声になった場面がありますが、それは広島、長崎
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の原爆で多くの罪のない日本人が死んだ、と語った場面でした。サワンさんは今でも毎年、広島
の原爆記念日には、日本の8時15分にあたる6時15分に黙祷をささげているのだそうです。
4.3.5　選ばれたことば、文体に関する考察
　繰り返し聞くうちに、サワンさんの日本語そのものへの興味もつのってきます。
　例えば、サワンさんは、聴き取りにくかったことばを聞き返すと、漢字を説明することがあ
りました。たとえば、お兄さんが「ゲンジ」である、と、そう聞こえました。それで私が「ゲン
ジ……？」と聞き返すと、「木偏のケン、仕事のゴトのケンジね」と説明されました。「検事」で
すね。ときにはこちらの日本語力を確認するように「セッシヤクワン（切歯扼腕）、わかりますか、
このことば」などとおっしゃいます。
　サワンさんの語りには直接話法がよく使われます。落語か講談のように、ときに首の向きを変
えて一人二役を演じるように話します。当時、サワンさんの耳に聞こえた日本語が、ありありと
臨場感をもって表れます。その中のひとつをお聞きください。
　函館高等水産学校の入学試験の中の口頭試問の試験管とサワンさんとのやりとりです。（テープ
を再生する。）
ほいたら、今度ね、口頭試問。「おい、座れ」「はい」ほいたら、「（早口で）われわれは何の
ために働くのか」ああ、とっても速くね、日本語で。わかってますよ、そしてね、何と答
えたらいいかと思って、先生はあまり日本語がわからんと思ってね。「（ゆっくり）われわれ
は、何のために、働きますか」国際学友会（日本語学校の先生）のようにね、ゆっくり、切っ
てね。「はい。われわれは、生きるために働きます」「それだけか！」「はい。腹がいっぱい
になってから、国家のことを考えます」「そうだー」まだ、先生の声は覚えてますよ。
　この時代の日本語教育の現場は、特別なものだったと思われます。教師も生徒もここを先途と
とりくみました。良かれ悪しかれ、現代の空気にはなじまないものだろうと思います。その中で
学んだサワンさんの日本語はその時代の努力の賜物で、貴重なものです。
　サワンさんだけでなく、調査を通して、それぞれの方の日本語を聞けることは、それ自体が私
にとって、胸の震えるような体験です。
　このことを思うとき、私が、手元にあるこのオーラル・データの日本語を、同時代を生きられ
なかった世代にも聞かせたい、そのために残したいと思います。
5. オーラル・データのアーカイヴ化を考える
　そこで、本日のテーマであるオーラル・データのアーカイヴ化について考えてみたいと思いま
す。まず、期待されることを挙げてみました。
1） 話し手に直接会うことのできない研究者に、時空を超えて、話し手のことばを伝える
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ことができる（テキストのみならず、テクスチュアが公開されることで、話し手やそ
の状況についての言語外情報ももたらされる）。
2）話し手の語った情報が開かれ、関連分野の研究に生かされる。
3）話し手の選んだことば、文体などの情報を残すことができる。
4）現時点では認識されない問題が、後に発見される可能性を残すことができる。
　その一方で、懸念されることもあります。これも思いつくままに並べてみました。
1） 聞き手と話し手の信頼関係を前提に語られた第三者に関する語り口が、その当事者、
また、異なる立場の関係者を刺激し、想定外の反応を呼び起こすこと。
2） 同じく、語られた場では前提が共有されているため許容された言葉遣いや、文脈の省
略または饒舌が、思いがけない誤解を受けること。
3） 上記によって、聞き手と話し手との信頼関係を裏切る文脈で話し手および聞き手が不
当な評価や糾弾を受けること。（正当な批判は制限されるべきではない。）
4） 周辺の事情に関する知識、考察の不十分などから、語られた内容についての表面的な
解釈や無批判な引用が一人歩きすること。
　オーラル・データの豊かさに多くの人が触れられるようにし、かつ、起こりうる問題を最小に
するためには、どうすればいいでしょうか。このことについては、今日が、議論し、考える場で
あるわけですから、今日、考えが改まる可能性も大きいですが、今現在、私の考えるところをお
話してみます。
　公開にあたっては、その前に、文字化されたテキストに準ずる要領で、調査者が、責任をもっ
て公開のための編集を行なうこと。そして、オーラル・データの採集された、日時、場所、調査
の目的や聞き手、話し手についての情報を明らかにし、文字化されたテキストも備えること。こ
の二点が満たされたなら、提供者も利用者も安心ではないでしょうか。
　そして、こうして公開されたオーラル・データについては、（文字化されたテキストと同様に）
利用目的を制限せず、目的を開いて提供するのが望ましいのではないかと思います。所期目的
外の利用を制限する、というのは、研究の自由な発展を阻害してしまいます。公開された資料は、
自由な利用に供してこそ、オーラル・アーカイヴズの存在意義は高まるのではないでしょうか。
思いがけない成果が生まれることにこそ、期待したいと思います。
　聞き手に対する批判は免れないでしょうが、聞き手は納得のいく状態で公開したものについて
は、批判を受け入れる覚悟を持たなければならないのではないか、と、今、私はそう思っていま
す。
　私の研究に即していうならば、戦前の日本語教育が何であったか、今後も議論が重ねられてゆ
くのであろうと思います。そのときに、〈残された声〉が、さまざまな情報をもたらしてくれる
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ことは間違いないと思うのです。
　これで、私からの報告を終わります。ご清聴ありがとうございました。
注     
1 （1）外務省文化事業部関係の日本語教育事業
 （聴き取り対象：当時の教員、教科書編纂者、留学生寮の日本語指導者、学習者である留学生
であった方々、または、その家族）
 （2）中国人留学生に対する日本語教育
 （東京高等農林学校で学んだ中国人留学生と、同級生の日本人学生であった方々）
 （3）台湾の公学校における日本語教育
 （台南師範学校附属公学校のあるクラスの担任の日本人教員、台湾人教員、生徒であった方々）
2 河路由佳「戦時体制下の『国際文化事業』としての日本語教育の展開― 1934年～ 45年の国
際文化振興会と国際学友会―」（学位論文、一橋大学）に成果をまとめた。
3 河路由佳・淵野雄二郎・野本京子（2003）『戦時体制下の農業教育と中国人留学生』（農林統計
協会）
4 河路由佳「日本統治下における台湾公学校の日本語教育と戦後台湾におけるその展開―当
時の台湾人教師・日本人教師・台湾人児童からの証言」（東京農工大学『人間と社会』第9号、
1998、pp.264－284）
5 倉沢愛子（1997）『南方特別留学生が見た戦時下の日本人』（草思社）
 藤原聡・篠原啓一・西出勇志（1996）『アジア戦時留学生』（共同通信社）
 後藤乾一（1986）『昭和期日本とインドネシア』（勁草書房）
 市川健二郎（1987）『日本占領下タイの抗日運動―自由タイの指導者たち』（勁草書房）
 Reynolds, Bruce E.（1991）“Imperial Japan's Cultural Programs in Thailand1940-45”（in 
Goodman Grant K. ed. “Japanese Cultural Policies in Southeast Asia during World War 2”
St.Martin’s Press, New York, pp.93-116）など
6 Reynolds（1991）は、この二人の日本留学は日本側のタイ人学生日本留学推進の目立った成
果として特別に喧伝され、当初7年の日本留学を予定していた二人が1943年の終わりに帰国
したときには日本側は落胆したことを日本の対タイ文化事業の象徴的なできごととして紹介
している。（Reynolds（1991）p.105, p.109）
7 「南方特別留学生40周年記念国際会議」。プラサート氏は、日本政府から奨学金を受けずに
来た私費留学生であったが、この会議にタイ代表団長として参加した。プラサートの入学は
1942年5月、南方特別留学生事業の始まる以前のことで、第一陣の南方特別留学生が国際学
友会にやってくるのは彼らの１年以上後の1943年6月のこと、タイからの南方特別留学生が
遅れて入ってきた1944年4月には、プラサートは国際学友会での学習を終えて学習院高等科
へ進学していた。その彼が「南方特別留学生」の同窓会のようなこの会議に参加したことは、
彼の留学が、南方特別留学生に通じる意味を帯びていたことの表れとも見える。
8 「戦時中、ワンワイタヤコーン・ワラワン殿下の長男、ウイブン・ワラワン殿下の学友とし
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て、殿下と私は宮内省の学習院旧制高等科に在学していた。配属将校の柏崎大佐はアジア人
の留学生を親切にいたわってくれたので、感激した。目白駅に近い学習院の昭和寮で殿下と
一緒に寝泊りしていたが、先生も寮生も親切な日本人だった。43年の夏休みには、日本政府
の招待で、殿下に同行して満州国皇帝を訪問した。秋の大東亜会議に出席したワラワン殿下
は息子のウイブンとホテル・オークラ所有者の大倉氏邸で再会を喜んだ。その時、タイ大使
館員も同席していたが、私たち留学生と政治上の話などする場ではなかった。（中略）留学当時、
20歳の青年だったが、今年60歳の還暦を迎えて定年退職し、再び日本を訪れ、なつかしさに
あふれているばかりだ。」（市川健二郎（1987）ｐ53～ 55）。
9 Reynolds（1991）p.109, 116
10 実施時期：2004年3月1日、9月7日　聞き手：河路由佳、ウォラウット・チラソンバット
 目的：非漢字文化圏からの留学生への日本語予備教育の歴史研究のため、元留学生からの証
言を聞く。
 話し手：サワン・チャレンポンさん（1922―　）
 1941年7月来日。国際学友会で日本語を学ぶ。
 1942年  7月22～ 28日、日タイ夏季林間学校に参加（『日本タイ協会会報第30号』（1942年10
月）にタイ人留学生を代表して感想文を寄せた）。
 1943年4月　函館高等水産学校（44年より函館水産専門学校に改称）入学
 1945年9月　同上　卒業
 1946年1月　タイ国に帰国
 帰国後　タイ国海軍、水産局で、水産業の振興に尽力
 1983年、水産局長を定年退職。
11 この号に掲載されている1942年7月に開かれた日本タイ協会主催の「日タイ学生夏季林間寮」
の報告の中の学生からの感想文、「感想ノ１、タイ国人の立場から」。「日タイ学生夏季林間寮」
の参加学生はタイ人留学生11名と、東京外国語学校タイ語部の1、2年生13名であった。「感
想ノ２、日本人の立場から」を書いているのは東京外国語学校タイ語科学生、田中正明さん、
21歳である。
12 軍人勅諭五か条（明治15年1月4日詔勅）
 　　一、軍人は忠節を尽くすを本分とすべし
 　　一、軍人は礼儀を正しくすべし
 　　一、軍人は武勇を尚ぶべし
 　　一、軍人は信義を重んずべし
 　　一、軍人は質素を旨とすべし
